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芸

能

神

河

勝

i

そ
の
侏
儒
的
要
素
f

三

村

昌

義

は
じ
め
に

 
小
子
部
に

つ
い
て
は
早
く
か
ら
條
儒

と
の
関
連
、
ま
た
そ
の
祖
、
螺
蕨
と
雷

の
説
話
か
ら
小
童
す
な
わ
ち
雷
神

と
い
う
捉
え
方
が
な
さ
れ
て
来

た
。
小
稿
は

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
小
子
部

の
職
掌

の
も
う

一
つ
の
側
面

を
考
え
、
さ

ら
に
そ

の
投
影

を
、
中
世
芸
能
民

に
祖
神
と
仰
が
れ
た
秦

河
勝

の
上

に
探
ろ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

 
我
が
国
古
代
宮
廷

に
お

い
て
も
、
中
国
、
西
洋

に
み
ら
れ
た
條
儒
な
る
道

化

役

の
存
在
し
た
こ
と
、
ま
た
そ
れ
を
統
括
し
た

の
が
小
子
部

で
あ

っ
た

こ

と

は
、
ほ
ぼ
定
説
と

み
て
よ
い
と
思
う
。

『
神
武
記
』
及
び

『新
撰
姓
氏
録
』
和

泉
皇
別

に
は
、
小
子
部
連

の
祖
は
神

八
井
耳
命
と
さ
れ
て
お
り
、
神

八
井
耳
命

に
関
し

て
は

『
記
』

に

 
 
吾
老
不
レ
能
レ
殺
レ
仇
。
汝
命

既
得
訓
殺
仇

↓
故
、
吾
錐
レ
兄
不
レ
宜
レ
為
レ
上
。

 
 
是
以
汝
命

為
レ
上
治
二
天
下
刈
僕
者
扶
二
汝
命

哨
為
二
忌
人

一而
仕
奉

也
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
海
幸
彦

の
山
幸
彦

に
対
す

る
服
従
と
同
様
、
神

八
井
耳
命

の

子
孫
が
宮
廷

に
あ
る
芸
能
を
も

っ
て
服
従

を
誓

っ
た

こ
と
を
物
語

る
説
話
と
み

て
よ
い
だ
ろ
う
。

因
み
に
、
神
楽

と
深

い
関
係
が
あ
る
多
氏
も
小
子
部
と
同
祖

と
さ
れ

て
い
る

の
も
注
意

さ
れ

る
。

 

『
記
紀
』
そ

の
他

の
文
献

に
み
え
る
條
儒
と
そ

の
芸
能
に

つ
い
て
の
考
察

に

は
多
く

の
先
学

の
論
考
が
あ

る
が
、

た
だ

一
つ
再
考
し
て
み
た
い
の
は
、
小
子

部
連

の
名
称

の
起
源
説

話
、
す

な
わ
ち

『
雄
略
紀
』
六
年
春

三
月
条

で
あ

る
。

 

 
三
月
辛
已
朔
丁
亥
、
天

皇
欲
下
使
一一后
妃
親
桑

(

以
勧
中
蚕
事
炉

愛
命
二
螺

 

 
蕨

噛
雌
璽

畿

司
聚

二国
内
蚕

鱒

於
是
、
媒
臓
、
誤
聚
二
嬰
児
{

奉
二
献
天

 

 
皇

鱒
天
皇
大
咲
、

賜
二嬰
児
於
蝶
蕨

一
日
、

汝
宜
自
養
。

媒
蕨
即
養
二
嬰
児

 

 
於
宮
培
之
下

一。
傍

賜
レ
姓
、
為

二少
子
部
連

司

こ
こ
で
今
ま
で
注
意

さ
れ
て
い
な

い
の
は
、
何
故
螺
臓

に
命

じ
て
蚕

を
集

め
さ

せ
た
の
か
と

い
う
点
で
、
こ
の
伝
承

は
蚕
と
児
を
誤
ま

っ
て
集

め
た
故

に
と

い

う

小
子
部
連

の
起
源
説
明
以
前

に
、
徐
儒
が
養
蚕
に
関
す

る
何

ら
か
の
職
掌
を

担

っ
て
い
た

こ
と
を
推
測
さ
せ
る
よ
う

に
思
う
。

 
養
蚕

の
術
は
ど

の
道

大
陸
伝
来

の
も

の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
が
遙

か
古
代

か

ら
あ

っ
た
と
い
う
意
識
は

『
記
』

の
殺

さ
れ
た
大
気
津
比
売

の
頭

か
ら
蚕
が
化

生
し
た
と
い
う
伝
承
、
 
『
神
代
紀

』
第

五
段
の

一
書

(
第

二
)

な
ど
か
ら
も
う
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か
が

わ
れ
、
天
然

の
山
繭

か
ら
糸

を
取
る
こ
と
も
行
な
わ
れ

て
い
た

の
か
も

し

れ
な

い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
養
蚕

と
い
う
人
工

の
技
術
は
帰
化
人

に
よ

っ
て

も
た
ら
さ
れ
た
も

の
で
あ
る

こ
と
は
確
実

で
、

こ
と

に
、
そ
れ
が
史
実
で
あ
る

か
ど
う
か
は
別

と
し
て
、
伝
承
上
は
秦
氏
と
関
連
が
深

い
。

 
A
大
鵤
鶉

天
皇

〈
誰
仁
徳
〉
御
世
、
以
二
百
廿
七
県
秦
氏
ハ
分

二置
諸
郡
ハ
即

 
 
使

二養
レ
蚕
織
レ
絹
貢
フ
之
。
天
皇
詔
日
、

秦

王
所
レ
献
糸
綿
吊
、

朕
服
用
柔

 
 
軟
、

温
媛
如
二
肌
膚
ハ
傍
賜
二
姓
波
多
司
次
登
呂
志
公
。
秦

公
酒
、
大
泊
瀬

 
 
幼

武
天
皇

〈
認
雄
略
〉
御

世
、
糸
絹
吊
委
積
如
レ
岳
。

天
皇
嘉
レ
之
、

賜
レ

 
 
号
日
二禺
都

万
佐

↓
(
『
姓
氏
録
』
左
京

諸
蕃
、
大
秦
公
宿

禰
条
)

 
B
大
鵜
鶉

天
皇

〈
誼
仁
徳
〉
御
世
、
賜
レ姓

日
二波
陀

司
今
秦
字
之
訓
也
。
次

 
 
雲
師

王
、
次
武
良
王
。
普
洞
王
時
、
秦
民
惣
二
被
劫
略
鱒

今
見
在
者
、
十

 
 
不
レ
存
レ
一
。
請
下
遣
二
勅
使

一検
括
招
集
炉

天
皇
遣
二
使
小
子
部
雷

ハ

率
二
大

 
 
隅

・
阿
多
隼
人
等

ハ

捜
括
鳩
集
、

得
二
秦
民
九
十

二
部

一
万
八
千

六
百
七

 
 
十
人
殉
遂
賜
二於
酒

叩
髪
率
二
秦
民
噛
養
レ
蚕
織
レ
絹
、
盛
レ
筐
詣
レ
闘
貢
進
、

 
 
如
レ
岳
如
レ
山
、
積
二
蓄
朝
庭

刈
天
皇
嘉
レ
之
、

特
降
二
寵
命
噛

賜
レ
号

日
二
禺

 
 
都

万
佐
司
(『
姓
氏
録
』
山
城
諸
蕃
秦
忌
寸
条
)

同
様

の
伝
承
は

『
古
語
拾
遣
』
 
『
雄
略
紀
』
十
五
、

十
六
年
条
に
も

み
え
、
十

六
年

条
は
、
養

蚕
を
奨
励
し

て
い
る
初
見
で
あ
る
。

 
さ
て
、

こ

の
B
に
も
小
子
部

の
名
が

み
え
る
。
雷

は
媒
扇

の
雷
を
捉
え
た
こ

と

に
よ

っ
て

の
改
名
で
あ

る
こ
と
は
い
う
ま

で
も
な
い
。
秦
氏

の
民
が

四
散

し

て
し
ま

っ
た

の
で
小
子
部
雷
が
隼
人

を
率

い
て
集
め
た
と
い
う
点
に
も
芸
能
的

職
掌

の
存

在
を
う
か
が

わ
せ
る
が
、
彼

に
よ

っ
て
集

め
ら
れ
た
秦

の
民

に
よ

っ

て
養
蚕
が
盛

ん
に
な

っ
た
と
い
う
記
述

の
裏

に
も
、
や
は
り
小
子
部
、
株
儒
と

養
蚕
と

の

つ
な
が
り
を
憶
測
せ
し
め
る
も

の
が

あ
る
。

 
條
儒
と

の
直
接

の
関
連
は
文
献

上
に
は
求

め
得
な

い
が
、
恐
ら
く
そ

の
性
格

か
ら
し
て
株
儒

と
考

え
ら
れ

て
い
た
神

に
少
彦
名
命
が
あ

る
。
 

『記

』
は
そ

の

出
現
に

つ
い
て

「
波

の
穂

よ
り
天

の
羅
摩
船

に
乗
り
て
、
鶴

の
皮

を
内
剥

に
剥

ぎ
て
衣
服

に
為
て
、

帰
り
来
」

た
と
述
べ
、
『
紀
』

一
書
は
そ

の
小
人

性
を

「
淡

嶋

に
至
り
て
、
粟
茎
に
縁

り
し
か
ぽ
、
弾
か
れ
渡

り
ま
し
て
常

世
郷
に
至
」

っ

た
と
も

「
白
藪

の
皮

を
以
て
舟

に
為
り
、
鰐
鶉

の
羽
を
以
て
衣
に
し
て
、
潮
水

の
随

に
浮
き
到
」
り
、
 
「
大
己
貴
神
、
即
ち
取
り
て
掌
中
に
置

き
て
、
翫
び
た

ま
ひ
し
か
ぽ
、
跳
り
て
其

の
頬

を
齢
」

っ
た
と
伝
え
て

い
る
。

と
も
か
く
、
極

小
人

で
あ

っ
て
、
常

世
国
か
ら
往
復
し

て
い
る
性
格
を

こ
こ
に
み
る
こ
と
が
出

来
る
。
と

こ
ろ
で

『
続
日
本
後
紀
』
仁
明
天
皇

十

一
年

三
月
条
に
次

の
よ
う
な

記
事
が
あ
る
。

 
 
但
馬
国
上
二
帽
子
、
単

衣
、
腰
帯
、
草
鮭
、
鎌
、

刀
子
等

一
櫃

叫

其
体
様

 
 
卑

小
、
不
レ似

二
此
間
之
物

叩
疑
株
儒
国
物

流
著
欺
。

小
さ

い
も

の
が
漂
着
し
た
と

い
う
伝

え
は

『今
昔
』
巻

三
十

一

「
越
後
国
被
打

寄
小
船
語
第
十

八
」
や
時
代
は
う

ん
と
下
る
が

『
看
聞
御
記
』
永
享

三
年

八
月

廿

八
日
条

に
も

 
 
小
人
嶋
之
人
其
長

一
尺
四
五
寸
、

歳
五
十
許
之
小
人
来
。

な
ど
と
記
さ
れ
、
以
下
江
戸
期

の
随
筆

に
も
散
見
す

る
が
、
古
代
、
海

の
彼
方

に
徐
儒

の
住
む
国
が
想
像
さ
れ
て
い
た
こ
と
を

『
続

日
本
後
紀

』

の
記
載
は
示

し
て
い
る
。
と
す
れ
ぽ
、
少
彦
名
は
條
儒

の
斎
く
神

で
あ

っ
た
と

の
想
像
も
不

可
能

で
は
あ

る
ま

い
。
と
も
か
く
、
少
彦
名
は
常

に
大
己
貴
と

一
対
と
な

っ
て

登
場
し
、
大
己
貴

の
外
来
魂
と
も

考
え
ら
れ
る
が
、
 
『
雄
略
紀
』
七
年
七
月
条

に
あ

る
ご
と
く
、
螺
繍
が
捕
え
て
来

た
の
は
三
諸
岳
の
神

で
あ
る
大
蛇
、
す
な

わ
ち
大
物
主
神

(
大
己
貴
)
で
あ

っ
た
。
『
霊
異
記
』

の
所
伝
は
や
や
異
な
り
、

雷
岡

の
地
名
説
話

と
な

っ
て
大
物
主
神

と
い
う
神
名

は
み
え
な

い
が
、
雷
を
捕

え
よ
う
と
走

り
罷

る
途
中

に
落

雷
と
い
う
形
で
神

の
示
現

に
遇

い
、
 
「
雷
神

を
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請
け
奉
れ
り
」

と
奏
上
し
て
い
る
。
加
え
て

『
多
神
宮
注
進
状
』

の

 
 

即
位
九
年

(
雄
略
、
筆
者
注
)

乙
巳
初
春
、
天
皇
依
二霊
夢

ハ 

詔
二
螺
臓

一

 
 
奉
レ
祭
二
祀
皇
枝
彦

日
根
両
神
於
子
部
里

殉
今
天
子
部
神
社
是
也
。

と

い
う
所
伝
を
参
看
す

る
と
、

こ
こ
に
小
子
部
蝶
臓

の
司
祭
者

的
な
性
格

を
汲

み
取
る
こ
と
が
で
ぎ

よ
う
。 

『
天
武
紀
』

元
年

六
月
辛
酉
朔

丁
亥
条

に

 
 
天
皇
留
二
皇
后
ハ
而
入
二
不
破
叩
比
レ
及

二郡
家

ハ
尾
張
国
司
守
小
子
部
連
鉗

 
 
鈎
率
三

一万
衆

一帰
之
。
天
皇
即
美
之
、
分
二
其
軍
(
塞

二処

々
道

一也
。

と
あ

る
の
も
、
壬
申

の
乱

に
際
し
て
実
際

の
軍
事

に
た
ず

さ
わ

っ
た
と

い
う

よ

り
も
小
子
部
が
戦
い
に
関
し
て

の
呪
術

を
行
な

っ
た

こ
と
を
示

し
て
い
る
の
か

も
し
れ
な
い
。

 

さ
て
話
が
や
や
遠
廻
り
し
た
が
、
小
子
部
が
そ

の
司
祭
的
性
格

か
ら
少
彦
名

命

を
斎

い
て
い
た
と

の
想
像
が
許
さ
れ

る
な
ら
ば
、
條
儒

と
養
蚕
と

の
関
わ
り

も
少
し
展
望
が

ひ
ら
け

て
来
そ
う

で
あ
る
。
蚕
は

『
仁
徳
記
』

に

「
一
度
は
旬

ふ
虫

に
為
り
、
 
一
度
は
鼓
に
為

り
、
 
一
度
は
飛
ぶ
鳥

に
為

り
て
、

三
色

に
変
る

奇

し
き
虫
」
と
表
現
さ
れ
、
後
述

の
如
く
皇
極
三
年
常
世
神

の
事
件

(後

述
、

こ
の
似
而
非
常

世
神

の
正
体
は
ア
ゲ

ハ
の
幼
虫

で
あ

る
。
)
を
起

こ
し
て

い

る

ほ
ど
不
可
思
議
な
も

の
と
さ
れ
て
い
た
。

一
方
、
少
彦
名
命
は
さ
き

に
み
た
如

く
常
世
国

へ
往
復
し

て
い
る
し
、
そ

の
乗
物
で
あ

っ
た
天
羅
摩
船
は
通
説
で
は

ガ
ガ
イ

モ
と
さ
れ
、
そ

の
実

を
二
分
す
る
と
小
船

の
形

に
似
る
と
さ
れ
る
が
、

或

い
は
繭

の
形

を
表
象
し
て
い
る
の
か
も
知
れ
ず
、

そ
の
衣
服
で
あ

っ
た
鵡
も

蛾

の
誤
り
と
す

る
な
ら
ば
、
蛾
の
皮

を
ま
と

っ
た
蠕

と
も
考
え
得

る
。
す
な
わ

ち
少
彦
名
命
は
小
子
部

に
よ

っ
て
斎

か
れ

た
蚕
神

と
し
て
の

一
面
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
た
と

い
う
想
像
が
で
き
な
く

は
な

い
。

 

こ
こ
で
思

い
合
わ
さ
れ
る

の
が

『
信
西
古
楽
図
』
に
描

か
れ

て
い
る

「
入
壷

舞
」

の
図
で
あ
る
。

こ
の
絵
自
体
が
中
国
伝
来

の
も

の
な
の
か
、
或

い
は
実
際

の
演
技
を
見

て
描

い
た

の
か
、
想
像
図
な

の
か
議
論
の
あ

る
と

こ
ろ
だ
が
、
と

も

か
く
台

の
上

に
置
か
れ
た
壷

か
ら
上
半
身
を
出
し
て
踊

っ
て
い
る
姿

と
、
逆

に
壺

に
上
半
身
を
突
込
ん
で
足

を
逆
立
ち

の
よ
う
に
し
て
い
る
姿
が
描

か
れ

て

い
る
。
幻
戯
と
し
て
は
人

の
入
れ
そ
う
も
な

い
小
さ
な
壷

に
出

入
り
す

る
点

に

興
味
が
あ

っ
た
に
違

い
な
い
。
『
信
西
古
楽
図
』
は
こ
の
他

に
も

『
江
家
次
第
』

『
新
猿
楽
記
』

に
株
儒
舞

と
な
ら
ん
で
列
挙
し
て
あ
る
よ
う
な
多

く

の
曲
芸
、

軽
業
、
幻
戯

を
描

い
て
い
る
Q

い
ず
れ
も
條
儒

の
身
体
的
特
徴
が
生

か
さ
れ

た

芸

で
は
あ
る
が
、
特
に
小
躯

で
あ

る
こ
と
が
必
須

の
条
件

と
思

わ

れ

る

も

の

は
、
入
壷
舞
だ
け

の
よ
う

で
、
換
言
す
れ
ぽ
、
そ

の
他

の
芸
は
後

に
條
儒
が
散

楽
戸

の
廃

止
等

に
よ

っ
て
宮
廷

か
ら
離
れ
る
に

つ
れ

て
、
そ

の
軽
身
、
短
躯
を

生

か
し
て
習
得
し
て
行

っ
た
も

の
で
は
な

い
だ
ろ
う

か
。
と
す
れ
ば
、
條
儒

の

本
芸
と
も

い
う
べ
き
も

の
は
入
壷
舞

で
あ

っ
て
、
そ
れ
は
蚕
が
繭

を
食

い
破

っ

て
出
て
来

る
さ
ま
を
模

し
た
、
養
蚕

に
当

っ
て
の
呪
術
儀
礼

に
そ
の
発
生
が
あ

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
或

い
は
折

口
が

い
う
新
室

ほ
が

ひ
の
條

儒
舞

(殊
舞
)
が
こ
れ
で
、
醸
さ
れ
た
酒
壺
に
出
入
し
て
祝
福
す

る
精
霊

の
姿

と
考
え
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。

 
條

儒

の
貢
進

に
は
季
節
が
あ

っ
た

よ
う
で
、
 
『
武
烈
紀
』

八
年

三
月
、
 
『
天

武
紀
』
四
年

二
月
、
さ
ら
に

『
天
智
紀
』
十
年

三
月
条

に

 
 
常
陸
国
貢
二
中
臣
若
子

鱒
長
尺
六
寸
。
其
生
年
両
辰
至
二
於
此

歳
h
十

六
年

 
 
也
。

と
あ
る

の
も
條
儒
と
す

る
と
、

二
月
、
三
月
と
い
う
時
期
が
選
ぽ

れ
て
い
る
こ

と
が
分

る
。
 
『
雄
略
紀
』

の
螺
蕨
が
勅
を
受
け
た

の
も

三
月

で
あ

っ
た
。
思
う

に
、

二
月
、

三
月
か
ら
養
蚕
は
本
格
的
な
季
節

を
迎
え
る
。
…伏
儒

貢
進

の
季
節

が

こ
の
時
期

と
重
な
る

の
は
、

そ
う

い
う

こ
と
と
何

ら
か
の
暗

合
が
あ
る

の
で

あ
ろ
う
。
も
う

一
方
で
は
上

巳
の
祓
と

の
関
係
が
考
え
ら
れ

る
。

形
代

と
同

じ

一3一



く
保
儒

に
機
を
移

し
て
祓
う
こ
と
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
は
十
分

に
考
え
得

る
。

常
世
国

へ
帰

っ
て
行

っ
た
少
彦
名
命
は
械
と
共
に
流

さ
れ

て
行

っ
た
と
も

考
え

 
 

(1
)

ら
れ
よ
う
。

 
雷
が
鳴
る
と

「く
わ
ぽ
ら
、

く
わ
ぽ
ら
」
と
唱
え
る
こ
と
は
全
国
的
に
行
な

わ
れ
て

い
る
。
雷
が
落
ち
て
桑

の
木

に
狭
ま
れ
て
頻

死
の
状
態

に
な

っ
た
の
で

二
度
と
桑

に
は
落

ち
な

い
の
だ
な
ど
と
説
明
を

つ
け
て
い
る
と

こ
ろ
が
多

い
。

桑

は
弓

に
作

っ
た
り
も
し

て
呪

術
的

な
植
物
で
も
あ

る
が
、
何
と

い

っ
て
も
養

蚕

と
関
係
が
深
い
。
雷
神
を
捕
え
た
小
子
部
と
蚕
と
桑

と
、

こ
の
昔
話
に
は
何

か
忘
れ
ら
れ
た
繋
り
が
あ
る

の
か
も

し
れ
な

い
。

因
み
に
奥
羽

で
は
蚕
を

「
ト

ド

コ
」
と
言

い
、
貴
児

の
意

で
あ
る
ら
し
く
、
蚕
に
限
ら
ず
太
陽
や
雷

の
こ
と

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

(2
)

も

「
ト
ウ
ト

コ
様
」
と

い
う
地
方
の
あ

る
こ
と
が
報
告

さ
れ

て
い
る
。

二

 
平
安
中
期
以
降
、
太
子
信
仰
が
興

っ
て
来

る
に

つ
れ
て
秦

河
勝
と

い
う
人
物

は
太
子
を
守
護
し
守
屋
を
滅
ぼ
し
た
軍
神

と
し
て
の
性
格
、
ま
た
舞
楽
、
猿
楽

な
ど
の
芸
能
民

の
祖
神

と
し
て
の
性
格

を
持

つ
よ
う
に
な
る
。

こ
の
方
面

に
関

し
て
は
、
す

で
に
服
部
幸
雄
氏
が

「
宿
神
論
-

芸
能
神

信
仰

の
根
源

に
在
る

も

の
ー

」
と

い
う
優

れ
た
論
考

に
お

い
て
、
き

わ
め
て
詳

細
か

つ
多
岐

に
わ

  

 
 
 
 
 
 
 

(3
)

た

っ
て
考
察
さ
れ
て
い
る
。
以
下

の
小
稿
は
も

っ
ぱ

ら
そ
の
御
説

に

従

い

っ

っ
、
あ
え

て
蛇
に
足
を
描
く

の
論
を
述

べ
て
み
た

い
と
思
う
。

 

 
欽
明
天
皇

の
御
宇

に
、
大
和
国
泊
瀬

の
河
に
洪
水

の
折
節
、
河
上

よ
り

一

の
壷
流
れ
下
る
。

三
輪

の
杉

の
鳥
居

の
ほ

と

り

に

て
、
雲
客
此
壷
を
取

る
。
中

に
み
ど
り
子
あ
り
。

か
た
ち
柔

和
に
し
て
玉
の
ご
と
し
。
是
、
降

人
な
る
が
ゆ

へ
に
、
内
裏
に
奏
聞
す
。
其
夜
、
御
門

の
御
夢

に
み
ど
り
子

の
云
、
 
「
我
は

こ
れ
、
大
国
秦
始
皇

の
再
誕

な
り
。

日
域

に
機
縁
あ
り
て

今
現

在
す
」
と

云
。
御
門
奇
特

に
思
し

め
し
、

殿
上

に
召

さ
る
。
成
人

に

従
ひ
て
、
才
智
人

に
越
え
ぽ
、
年
十
五

に
て
大
臣

の
位

に
上

り
、
秦

の
姓

を
下
さ
る

N
。
 
「
秦
」
と
い
ふ
文
字

「
は
だ
」
な
る
が
ゆ

へ
に
、
秦

河
勝

是
也
。
 
(中
略
)
彼
河
勝
、
欽
明
、
敏
達
、
用
明
、
崇
峻
、

推
古
、
上
宮

太
子

に
仕

へ
奉
り
、
此
芸
を
ぽ
子
孫

に
伝

へ
、
化
人
跡

を
留

め
ぬ
に
よ
り

 

a

て
、
摂
津

国
難
波

の
浦

よ
り
、
う

つ
ほ
舟

に
乗
り
て
、
風

に
ま
か
せ
て
西

海

に
出
づ
。
播
磨

の
国
坂
越

の
浦

に
着
く
。
浦
人
舟
を
上
げ
て
み
れ
ぽ
、

か
た
ち
人
間

に
変
れ
り
。
諸

人
に
愚
き
崇
り

て
奇
瑞
を
な
す
。
則
、
神

と

崇

め
て
、
国
豊
也
。
 
「
大
き
に
荒
る

玉
」
と
書
き

て
、
大
荒
大
明
神
と
名

付
く
。
今

の
代

に
霊
験
あ
ら
た
也
。
本
地
毘
沙
門

に
て
ま
し
ま
す
。
上
宮

太
子
、
守
屋

の
逆
臣
を
平
げ
給

し
時
も
、

か
の
河
勝
が
神
通

方
便

の
手

に

か

Σ
り
て
守
屋

は
失

せ
ぬ
、
と
云

々
。

(『
風
姿
花
伝
』
第

四
神
儀

云
)

 
 

 
 
 
 

評

抑

コ
ノ
河
勝

ハ
、
昔
推
古
天
皇
ノ
御
宇

二
、
泊
瀬
川

二
洪
水
出
ヅ
。
水
上

ヨ
リ

一
壺

ノ

壷
流

レ
下

ル
。

人

不

審

ヲ

ナ

シ
テ
、

磯

城

島

ノ

ア

タ
リ

ニ
テ

取

リ

上

ゲ

ミ

レ
バ
、

中

二
只

今

生

マ

レ
タ

ル
子

ア

リ
。

ス

ナ

ワ

チ
抱

キ
取

ル

ニ
、

人

に

託

シ
テ

云
、

我

ワ

コ
レ
、

大
唐

秦

ノ
始

皇

帝

ノ
再

誕

ナ
リ

。

日
本

二
値
遇
ア
テ
、
今

ス
デ

ニ
来

レ
リ
。

イ
ソ
ギ
朝

二
奏

ス
ベ

シ
ト
。
ヤ

ガ
テ
此
由
奏
聞

ス
。
御
門
奇
特

二
叡
覧
ア
テ
、
君

辺

二
置

カ

レ
テ
、
生
長

ニ
シ
タ
ガ
ヒ
、
才
智
世

ニ
ス
グ

レ
、
賢
臣
忠
臣
ノ
誉

ヲ
ウ

ク
。

ソ
ノ
後
、

上
宮
太
子

ノ
御
身

ヲ
離

レ
ズ
随
順

シ
タ
テ

マ
ツ

ル
。
 
(
中
略
)
業

ヲ
子
孫

 

 
 
 
 
 
 
 
 
廿

二
譲
リ

テ
、
世

ヲ
背
キ
、
空
舟

ニ
ノ
リ
、
西
海

二
浮
ビ

タ

マ
ヒ
シ
カ
バ
、

播
磨
国
南
波
尺
師

ノ
浦

二
寄

ル
。
蛋
人
舟

ヲ
上
ゲ
テ
ミ

ル

ニ
、

化

シ
テ
神

ト

ナ
リ

タ

マ
フ
。

当

所

ヲ

ン
リ

ニ
愚

キ
崇

リ

給

シ
カ
バ

、

大

キ

ニ
荒

ル

Σ

神

ト
申

ス
。

ス

ナ

ワ

チ
大

荒
神

ニ
テ

マ

シ

マ
ス
也

。

(中

略

)

ソ

ノ
後

、

シ
ヤ

ク

シ

ノ
浦

二
崇

メ
、

宮

造

リ

ス
。

次

二
、

伺

国

山

ノ
里

二
移

シ
タ

テ

一4一



 
 

マ
ツ
テ
、
宮
造
彩

シ
ク
シ
テ
、

西
海
道

ヲ
守

リ
タ

マ
フ
。
所

ノ
人
、
猿
楽

 
 

ノ
宮
ト

モ
、
宿
神
ト

モ
、

コ
レ
ヲ
申

タ
テ

マ
ツ
ル
ナ
リ
。
(『
明
宿
集
』
)

服
部
氏
は
右

の
二
つ
の
猿
楽

の
徒

の
伝
承
等
を
通
し
て
、
平
安
時
代
以
降

登
場

し
た
多
く

の
芸
能
民

の
中
に
秦
姓

を
名
告

る

一
群
が
あ

り
、
彼
等
は
賎
視

を
受

け
た
、
所
謂

「
夙
の
者
」

で
あ

っ
た
が
ゆ
え

に
宿
神
、
す
な
わ
ち
外
来

の
障
擬

神
で
あ
る
摩
陀
羅
神
、
す
な
わ
ち
秦
河
勝
を
祀
り
、
そ
れ
は
翁

に
表
象

さ
れ

て

い
た
。
又
、

そ
の
祀

り
斎
く
神

の
威
ゆ
え

に
畏
怖

さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
呪
術
的

職
能
を
持

ち
続

け
得
た

こ
と
を
明

ら
か
に
さ
れ
た
が
、
河
勝
が
摩
陀
羅
神

で
あ

り
、
か

つ
宿
神

で
あ

る
と

い
う

ふ
う

に
習
合
さ
れ
る
に
は
、
河
勝
自
身

に
そ
れ

を
呼
び

迎
え
る
要
素
が
な
け
れ
ぽ
な

ら
な

い
。
以
下
そ

の
点
を
少
し
掘

り
下
げ

て
み
る
Q

 

摩
陀

羅
神
は
円
仁

(
慈
覚
)

に
よ

っ
て
将
来

さ
れ
た
と

い
う
障
擬
神

で
、
各

地

の
寺
社

の
後
戸

に
全
く

の
秘
仏

と
し
て
祀
ら
れ
た
霊
威
甚
し

い
護
法
神

で
あ

っ
た
Q

又
宿
神

は
柳

田
国
男
が

『
石
神
問
答
』
『毛
坊
主
考
』

に
説
く
ご
と
く
、

境

に
祀
ら
れ
て
外

か
ら
侵
入
し
て
来

る
も

の
を
鎮
圧
す

る
神

で
あ
る

一
方
、
守

久
神

な
ど
と
表
記
さ
れ
て
、
 
『
続
古
事
談
』
巻

五
諸
道

に
典
薬
頭
雅

忠
の
夢

に

あ

ら
わ
れ
て
火
災
を
予
知
し
た
と

い
う
小
童
と
し
て
も
表
現
さ
れ
る
。
 
『
当
道

要
集
』

の

「
同
系
図
之
事
」

に

 
 

一
、
守
宮
神
御
仕
社
な
れ
ば

一
代
猿
喰
間
敷
事
。

と
あ

る
の
も
、
守
宮
神

の
使

わ
し

め
が
猿
で
あ

る
以
上
、
そ

の
本
体
も
小

さ
い

神

で
あ

る
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。
加
え
て
服
部
氏
は

『
古
今
著

聞
集
』
巻
十

一
、
『
撰
集
抄
』
八
、
『
十
訓
抄
』
下

の

一
〇
な
ど
に
み
え
る
鞠

の
精
も
同

じ
く

守
久
神

で
あ
ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
Q
芸
能

の
神

と
し
て
小
さ

い
神
が
考

え
ら
れ

て

い
る
点

に
は
注
意
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。

 

さ
て
以
上

の
こ
と
か
ら
宿
神
、
摩
陀
羅
神
が
河
勝

に
結
び

つ
く
要
件

は
、
霊

威

の
強

い
崇

り
神

で
あ
る
こ
と
㌧
小
人
で
あ
る
こ
と
の
二
つ
に
な
る
α
摩
陀
羅

神

も
霊
威

は
大
き

い
が
、
後

戸
に
秘
仏
と
さ
れ
る
こ
と

か
ら
す

る
と
当
然
小
さ

い
姿
な

の
で
あ
ろ
う
。
さ
き
に
あ
げ

た

『
風
姿
花
伝
』

『
明
宿
集
』

の
伝

え
る

河
勝
は
、

正
し
く

こ
の
要
件
を
満

た
し
て
い
る
。

傍
線

a
、

♂
は
崇

り
神
的
性

格
、
b
、
廿

は
明
ら

か
に
小
人
で
か

っ
う

つ
ほ
舟
に
乗

っ
て
や

っ
て
来

た
常
世

神

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

 

右

の
二
つ
の
伝
書

に
出
て
来

る
播
州
赤
穂
郡
坂
越
に
は
大
避
神
社
が
あ

り
、

か

っ
て
こ
の
千
種
川
流
域
に
は
大
小

三
十
社
も

の
分

祠
が
あ

っ
た
と
い
う
。

い

ず
れ
も
秦
河
勝
を
祀
り
、

二
つ
の
伝
書

と
ほ
ぼ
同
様

の
縁
起
を
伝

え
て
い
る
。

坂
越
は

『
明
宿
集
』

に
は

「
尺
師
」
と
あ
り
、

一
つ
の
境

で
あ

っ
た
こ
と
は
ま

ち
が

い
な
い
。

し
た
が

っ
て
こ
こ
に
境
を
守
る
強
力
な
神
が
祀

ら
れ

た
に
違

い

な

い
。

こ

の
赤
穂

の
地
が
古
く
か
ら
秦
氏

の
根
拠
地
で
あ

っ
た

こ
と
は
、
延
暦

十

二
年
四
月
十
二
日
付

「
播
磨
国
坂
越
神
戸
両
郷
解
」

の
、
天

平
勝
宝

五
年
赤

穂
郡

の
人
、

秦
大
炬
が
堤
を
作
る
の
に
失
敗
し
た
と

い
う
記
事
、

又

『
三
代
実

録
』
貞
観

六
年
八
月
十
七
日
条

 
 

播
磨
国
赤
穂
郡
大
領
外
正
七
位
下
秦
造
内
磨
借
二
叙
外
従

五
位

下
幻

さ
ら

に

『朝

野
群
載
』
所
載
、
長
和

四
年
十

一
月
十
六
日
付
大

皇
太
后
宮

大
夫

家
御
領
に

つ
い
て
の
播
磨
国
符

に
有
年
庄

(
現
赤
穂
市

)

の
庄

司
寄
人
四
十

一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4
)

人

の
う
ち
秦
姓

の
老
が
十

二
人
も
い
る
こ
と
な
ど
に
よ

っ
て
明

ら
か
で
あ
る
。

『
続
日
本
紀
』
文
武

二
年
四
月
条
に

 
 

徐
儒
備
前
国
人
、
秦
大
兄
賜
二
姓
香
登
臣
↓

と
あ
る

の
も
、
臨
接

の
備
前

ま
で
秦
氏
が
進
出
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も

の
で

あ
ろ
う
。

 

こ
う

い

っ
た
人

々
の
中

に
神
楽
、
舞
楽
、
散
楽
な
ど

の
芸
能

に
た
ず

さ
わ
る

者
が
出
て
き
た

こ
と
を
示
す
史

料
の

一
つ
が
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此
国

(
播
磨
、
筆
者
注
)
百
姓
過
半
是
六
衛
府

舎
人
、
 
初
府
牒
出
レ
国
以

 
 
後
、
偏
称
二
宿
衛
一
不
レ
備
二
課
役

幻
(
『
類
聚
三
代
格
』
昌
泰
四
年
閏

六
月
廿

 
 
五
日
付
官
符
)

 
 
 
 
 
 

(5
)

で
あ

る
と
思
わ
れ

る
。
近
衛

の
舎
人

た
ち
が
相
撲
節
会
な
ど

に
物
真
似
的
な
芸

能

を
演
じ
て
い
た
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ

る
通
り

で
、

こ
う

い

っ
た
人

々
に
よ

っ

て
祖
神
河
勝

の
伝
説
は
育

く
ま
れ

て
い

っ
た
こ
と
も
確
実

で
あ
る
。
そ
の

一
つ

が

『
聖
誉
抄
』

の
次

の
よ
う

な
伝

え
に
も
な

っ
て
来
る
。

 
 
秦
川
勝
先
祖
系
図
有

三

一様

一。

一
。
.天
王
寺
秦
氏
麟
泓
。

二
、
ハ広
隆
寺
縁
起

 
 
様
。

 
 

(略
)
懐
王
以
二項

羽
一為

二大
将
軍
司

以
二
高
祖

一為
二
次
将
司

発
二
衆
万
軍

 
 
兵
衆

叩
打
二
秦
国
一
了
。
楚
軍
乱
入
焼
二
威
陽
宮

}経
二
三
月
殉
諜

二
殺
子
嬰
帝

一

 
 
了
。
従
類
皆
悉
殺
害

了
。
子
嬰
帝
有
二
一
男

一解
四
。
帝

后
恐
二楚
軍

一身
著
二

 
 
布

衣
一鄙
レ
形
替
レ
言
隠

二帳
中

一育
畢
。
至
二
成
人

一其
名

日
レ
酒
。
自
瓶
中
成

 
 
人

故

也
。
(
中
略
)
奏
国
逃
去
。
日
本
国
人
王
茄

四
代

推
古
御
代
。
摂
津

 
 
国
難
波
浦
化
来
。
是
則
子
嬰
帝
之
王
子
也
。
 

(中

略
)
今
見
淀

河
末
其
甚

 
 
美
也
。
定
源
奇
欺
。
随
レ
流

至
二
山
城
国
山
林

一寄

住
。

今

平
京
跡
也
。

推

 
 
古
天
皇
此
酒
賜
レ
姓

云
二秦
公

↓ 

(
中
略
)
此
秦

公
有
三

一人
子

司
兄
名
一一敏

 
 
通

鱒
其
為
レ
人
貴

。
属

二東
京

一鶴
京
。
是
今

大
極

殿
地
主

也
鱒
。
 

弟
名
二
川

 
 
勝
鱒
其
卑
為
二
舎
人

一也
。
属

二西
京
叩
広
隆
寺
本
願
也
。

こ
の
記
事

に

つ
い
て
は

い
く

つ
か
言
及
す
べ
き
点
が
あ

る
が
、
取

り
あ
え
ず

舎

人
と
い
え
ぽ
折

口
信
夫
が
指
摘

し
た

『神

楽
歌
譜
』

の

 
 
大
宮

の
小
子
舎
人
 
玉
な
ら
ば
 
昼
は
手
に
す

ゑ
 
夜

は
纒
き
ね
む

が
思

い
出
さ
れ
る
。
さ
き

に
挙
げ
た

『
続
紀
』

の
記
事
が
條
儒

に
功
が
あ

っ
て

地
位

の
高

ま

っ
た

こ
と
を
示
す

な
ら
ぽ
、
徐
儒
か
ら
小
舎
人

と
な
り
童
子
と
な

る
道
筋
も
十
分

に
う
な
づ

け
る
も

の
が
あ

る
。
 
『
聖
誉
抄
』

は
た
だ
河
勝
が
舎

人
と
な

っ
た
と
伝

え
る

の
み
だ
が
、
こ
こ
に
彼
が
小
人

と
考
え
ら
れ
た
下
地
を

考
え
ら
れ
な
く
も
な

い
。

 
猿
楽

の
徒

の
持

ち
伝
え
た
伝
承
と
大
避
神

社

の
縁
起
が
ど

こ
ま
で
関
連
が
あ

る
の
か
は
、
俄

か
に
は
断

じ
難

い
。
が
、
と
も
か
く
、
平
安
時
代

を
通
じ
て
秦

氏
を
名
告

る
芸
能
民
が

い
て
、
そ

の
流
れ
が
四
天
王
寺

の
伶
人
、
或

い
は
猿
楽

の
徒
と

い
う
形

で
中
世

に
ま
で
続

い
て

い
た

こ
と
は
確
実

で
あ
る
。

三

 

 
さ
て
そ
れ

で
は
歴
史
上
に
あ

ら
わ
れ
る
秦

河
勝

に
崇
り
神
的
性
格

、
小
人
的

性
格
が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
検

討
し
て
み
よ
う
。
 
『
紀
』
に
み
え
る
彼

の
事

蹟
は
次

の
三
点

で
あ
る
。

ω㈲

推
古
十

一
年
十

一
月
条
 
蜂

岡
寺

の
造
立
。

推

古
十
八
年
十
月
条
 
新
羅

・
任
那

の
使

の
入
京

に
際

し
、
新
羅

の
導

者

を
勤

め
る
。

皇

極
三
年

七
月
条
 
富

士
川
付

近
に
起
こ

っ
た
常
世
神

と
称
す
る
虫

を

祭

る
こ
と
を
止

め
さ
せ
た
Q

加
え
て
考

え
ら
れ

る
こ
と
は
、

 
ω
 
聖
徳
太
子

の
重
用
。

 
㈲
 
推
古

三
十

一
年
七
月
条
、

新
羅

の
奉

っ
た
仏
像
を
広
隆
寺

に
安

置
す

る

 
 
 
の
に
関
与

し
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
Q

以
上
が
史
料

に
み
え
る
河
勝

の
全

て
と

い

っ
て
よ
い
。
の
は
広
隆
寺

の
あ

る
場

所
を
な
ぜ
蜂
岡
と

い
う

の
か
は
不
明
だ
が
、
小
子
部
蝶
嵐

の

「
ス
ガ

ル
」
も
同

じ
蜂

の
こ
と

で
あ

る
点

に
だ
け
は
注
意

さ
れ

よ
う
。
ω
は
秦
氏
が

新
羅
系

の
帰

化
人
で
あ

る
と
い
う

こ
と
に
関
連
す
る
も

の
で
あ

ろ
う
と
思
わ
れ
る

の
み
で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
河
勝
が

伝
説
化

さ
れ

る
源
は
樹

に
あ
り
、
そ
れ

に
仏
法
興
隆

一6一



と
結
び

つ
く
国
、
㈲
が
加
味
さ
れ

て
い

っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
皇
極
三

年

七
月

に
起

こ

っ
た

「
常
世
神
事
件
」

に
つ
い
て
の

『
紀
』

の
記
述
は
次

の
通

り

で
あ
る
。

 
 

秋
七
月
、
 
東
国

不
尽
河
辺
人
大
生
部
多
、
勧

二祭
レ
虫
於
村
里
之
人

一日
、

 
 

此
者
常

世
神
也
。
祭
二
此
神

一者
、
致
二富
与
ア
寿
。

巫
蜆
等
遂
詐
、

託
於
二

 
 

神
語

一日
、
祭

二常
世
神

一者
、
貧
人
致
レ
富
、
老
人
還
少
。
 
由
レ
是
加
勧

、

 
 

捨
二民
家
財
宝

ハ

陳
レ
酒
、

陳
一一菜
六
畜

於
路
側

ハ

而
使
レ呼

日
、

新
富
入

 
 
来
。
都
鄙
之
人
、
取
二
常
世
虫
ハ
置

一一於
清
座

ハ
歌
舞
、
求
レ
福
棄
二捨
珍

財
一

 
 

都
無
レ
所
レ
益
、
損
費
極
甚
。
於
是
、
葛
野
秦
造
河
勝
、

悪
二
民
所
惑
ハ
打

二

 
 

大
生
部
多

↓
其
巫
現
等
、
恐
休
一勧

祭

叩

こ
れ
に

つ
い
て
古
代
史

の
ほ
う
で
は
種

々
議
論

の
あ
る
よ
う
だ
が
、
今
問
題
と

す
べ
き
は
、
発
生

し
た
場
所
が
富
士
川

周
辺
で
あ
る

こ
と
、

こ
れ
を
収
束

さ
せ

た

の
が
秦
河
勝

そ
の
人

で
あ
る

こ
と
の
二
点

に
絞
ら
れ
よ
う
。
富
士
川
周
辺
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
6
)

常
世
神
信
仰

に

つ
い
て
は
旧
稿
に
も

い
さ
さ

か
ふ
れ
る
と
こ
ろ
が
あ

っ
た
が
、

よ
り
詳
細

に
は
平
野
邦

雄
氏
が
、
宝
亀

八
年
常
世
連

へ
と
改
姓
し
た
赤
染

造
長

浜

の
有
力

な
根
拠
地
が

こ
の
付

近
、
遠

江
国
萎
原
郡
で
、
常

世
連
と

い
う
賜
姓

は
東
国

の
常
世
神
信
仰

に
大

い
に
関
連

し
、

こ
の
地

の
秦
氏
と
同
族
も
し
く
は

同

一
の
生
活
集
団
を
形
成
し
た
氏
族
で
、
常
世
神
信
仰

の
母
体
と

な

っ
た

こ

と
、
神
名
式
葵
原
郡
敬
満

神
社
は
功
満

の
転
詑

で
、
彼
等

の
祖
神

で
あ
る
こ
と

を
推
論
さ
れ
、

さ
ら
に
神
功
皇
后
ら
が
海

の
彼
方

の
常
世
国
よ
り
出
現
す
る
少

名
御
神

を
寿
ぎ
、
気
比
大
神

を
祭
る
説
話
、
仁
徳
天
皇
と
武
内
宿

禰

が

雁

の

「
卵
生
」

を
祝

し
て

「
世

の
長
人
」

の
歌
を
詠

ん
だ
説
話

の
検
討

を
通
し
て
、

常
世
説
話
が
新
羅
ま
た
は
秦
氏
と
密
接

な
関
連
が
あ
る
と

い
う
注
目
す
べ
き
論

 
 
 
 
 
 

(7
)

を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
今

、
そ

の
騨

尾
に
付

し
て
論

を
進
め
る
な
ら
、
河
勝
が

こ
の
事
件

に
登
場
す
る

の
は
、
大
生
部
が
秦

氏

の
所
摂

で
あ

っ
た
に
せ
よ
、
河

勝
が
国
司

に
任
ぜ

ら
れ
て

い
た
に
せ
よ
、
河
勝
そ

の
人

で
な
く

て
は
収
束
不
可

能
な
要
素
が

こ
の
事
件

に
あ

っ
た
か
ら
と
考
え
な
く
て
は
な

る
ま
い
。
恐
ら
く

そ
れ
は
、
常
世
神

な
る
蚕

を
養

い
機

を
織

る
と

い
う
伝
来

の
職
掌
を
持

っ
て

い

た
秦
氏

の
信
仰

、
呪
力

を
も

っ
て

「
そ
の
長
さ
四
寸
余

り
、
そ

の
大
き
さ
頭
指

ぼ

か
り
、
そ

の
色
緑
に
し
て
黒

ま
だ
ら
」
と

い
う
似
而
非
常
世
神
を
制
す
る
と

い
う

こ
と
で
あ

っ
た
に
違

い
な
い
。

こ
こ
に
明
確

に
河
勝

の
司
祭

者
的
性
格
が

読

み
取
れ
よ
う
。
常
世
神

の
司
祭
は
す
な
わ
ち
常
世
神
自
身

の
姿

で

も

あ

っ

た
。
そ
し
て
さ
ら
に
想
像

を
加
え
る
な
ら
、
そ
の
河
勝

に
助

力
し
た

の
は
養
蚕

の
儀
礼

に
も
関
与

し
た
で
あ

ろ
う
小
子
部
、
條
儒

で
は
な
か

っ
た

で

あ

ろ

う

か
。
と
も
か
く
こ
の
事
件
は
呪
力
を
も

っ
て
行
な
わ
れ
た

】
種

の
戦
争

で
あ

っ

た

に
違

い
な
い
。

こ
こ
に
壬
申

の
乱
に
際
し
子
部
鋸
鉤
が

二
万

の
軍

を
率

い
た

と

い
う
先
に
も

ふ
れ
た

『
紀
』

の
記
述

が
思
い
合
わ
さ
れ
る
。

 
 
太
秦
は
 
神

と
も
神
と
 
聞
え
来

る
 
常
世

の
神
を
 
打

ち
懲

ま
す
も

事
件
を
収
束

し
た
河
勝

を
人

々
が
誉

め
そ
や
し
た
と

い
う
歌
謡

で
、

こ
の
事
件

が

こ
う

い
う
歌
謡

と
と
も

に
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
自
体
、
す

で
に
説
話
化
さ

れ

つ
つ
あ

っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
が
、
 
「神
と
も
神

と
聞
え
来

る
」
と

い
う

あ
た
り

「
河
勝

な
れ
ぽ

こ
そ
、
神

の
な
か
で
も
神
と

い
う
聞

え

の
高

い
常
世
神

を
も
」
と

い

っ
た

ニ

ュ
ア

ン
ス
が
う
か
が
え
る
。
大
げ
さ
に
言

え
ぽ
河
勝
を
英

雄
視
し
て

い
る
。

こ
の
あ

た
り

に
軍
神

と
し
て
太
子
を
助

け
る
河
勝
像

は
す

で

に
出
来
上

っ
て
い
る
と
み
て
い
い
。
し
た
が

っ
て
河
勝
が
威
力
あ

る
神
、
軍
神

と
な

っ
て
ゆ
く
要

因
は
た
し
か
に
こ
の
事
件
に
あ

っ
た

の
で
あ

る
。

四

 
大
己
貴
と
少
彦
名
、
牛
若
丸
と
弁
慶

の
よ
う
に
、
大
小

の
対
立
と
し
て
捉

え

ら
れ

る
人
物
は
説
話
上
類
型
が
多

い
。
太
子
と
河
勝
も

こ
の
類
型
に
入
れ
る
こ
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と
が
で
き

よ
う
が
、
十
六
才

の
太
子
を
助
け
て
活
躍
す
る
の
が
河
勝
と
い
う

こ

と

に
な
る
と
、
大
が
河
勝
、
小
が
太
子
と
考
え
ら
れ
そ
う
だ
が
実
は
逆
で
、
太

子
と

い
う
仏
法
興
隆

の
た
め

の
威

大
な

る
存
在
を
助

け
る
の
が
河
勝

で
、

し
た

が

っ
て
小
が

河
勝
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
太
子
像

に
は

二
人

の
侍
童
を

つ
れ
た

構
図
が
多

い
が
、

そ
の
侍
童
に
当

る
の
が
河
勝

の
立
場
で
あ

る
と

い
え
よ
う
。

 
小
人
が
武
人
と

し
て
威
力

の
優

れ
た
も

の
で
あ

っ
た

の
は
小
子
部
銀
鉤

の
例

を
は
じ
め
と

し
て
、
 
『
天
武
紀
』
十

三
年
正
月
条
に
射
人
と

し
て
條

儒
を
召

し

た
記
事
が
あ

る
ほ
か
、 
『
文
徳
実
録
』
斉
衡
元
年

十
月
九
日
条

に
備
前
守
藤
原

朝
臣
大
津

は

 
 
身
長
短
小
而
意
気
難
奪
、
尤
善
二
歩
射
(
頗

超
二等
輩

噛
年
十
八
為
二舎
人
鱒

と
記
さ
れ
て
い
る
し
、 

『
陰
徳
太
平
記
』
に
は
赤
松
満
祐
が

三
尺
入
道
と
呼
ば

れ
た
こ
と
が

み
え

る
。
所
謂
、
鬼

を
退
治
し
た

一
寸

法
師
も

そ
の
類
に
入
る
で

あ
ろ
う
。
従

っ
て
、
河
勝
が
軍
神

と
し

て
伝
承
さ
れ
て
ゆ
く
な
か
に
、
彼

を
小

人
と
考
え
る
心
意
は
十
分

に
用
意

さ
れ

て
い
た

の
で
あ

る
。
そ
し
て
小
人

は
即

ち
崇
り
神
と
も
考
え
ら
れ
て
い
た
。
 
『
三
代
実

録
』

天
慶

四
年
十
月
条
に

 
 
昔
日
聖
徳
太
子
。
創

二建
平
群
郡
熊
凝
道
場
叫
飛
鳥

岡
本
天
皇
。
遷
二建
十

 
 
市
郡
百
済
川
辺
鱒
号

日
二百
済
大
寺

一。

子
部

大
神

在
二寺
近
側
司

含
レ
怒
屡

 
 
焼
二堂
塔

鱒
天
武
天
皇
遷

二建
高
市
郡
夜
部
村
鱒

号
日
二高
市
大
官
寺
司

和

 
 
銅
元
年
遷
二
都
平
城
鱒
聖
武
天
皇
遷
二
建
平
城
↓
号
日
二
大
安
寺
司

と
あ
る
。
同
様

の
伝
え
は

『大
安
寺
縁
起
』
『
大
安
寺
伽
藍
縁
起
』

に
も
み
え
、

小
童
が
雷
神
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
さ
ら
に
全

て
を
焼
き
尽
く
す
崇

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(
8
)

り
神
と
変
貌

し
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
す
る
と
、
こ
こ
に
河
勝
が
小
人
で

か
つ
崇
り
神

で
あ

る
と

い
う
宿
神
、
摩
陀
羅
神
と
習
合
す
る
要
件
は
整

っ
て
い

た

こ
と
に
な

る
が
、

一
方
で
彼

は
條
儒

に
斎

か
れ
て

い
た
で
あ
ろ
う
少
彦
名
神

と
結
び
付

い
て
来

る
こ
と
も
考

え
得

る
。
以
下
、
そ

の
点
を
少

し
考
え
て
み
よ

う

o
 
秦
氏
と
少
彦
名
神

は
、

一
つ
に
は
渡
来
氏
族
と
常
世
神
と

い
う
、

共

に
今
来

の
も

の
で
あ
る
と

い
う
共
通
点
が
あ
る
。
そ

の
常
世
神

に
河
勝

は
深
く
関
わ

っ

て
い
た
。

い
う
ま
で
も

な
く
、
今
来

の
も

の
は
強
大
な
威
力
を
も
ち
、
そ
れ
ゆ

え

に
怖
れ
ら
れ
た
。
軍
神

と
し
て
の
河
勝
が
崇
り
神

に
な
る
要
因
は

こ
こ
に
も

求
め
ら
れ
る
。
も
う

一
っ
秦
氏
と
少
彦
名
神
と

の
関
連

の
手
が
か
り
は
酒

に
あ

る
。
さ
き
に
挙
げ
た

『
聖
誉
抄
』

に
は
泰
酒
公
も
河
勝

と
同
様
、
壺

の
中
で
育

っ
た
が
た
め

の
名

で
あ

る
と
伝
え

て
い
る
が
、
別

に
本
朝

で
の
こ
と
と

し
て
、

 
 
仁
徳
天
皇
詔
日
。
秦

王
所
レ
献
糸
綿
。
絹
綿
朕
始
服
用
 
柔

温
暖
始
触
一一皮

 
 
膚

刈
自

レ今
以
後
千
秋
万
歳
。
卿
姓

日
二波
陀

刈
以
族
二
花
徳
司
今
字
訓
為
二

 
 
波
陀
司
即
依

二恩

詔
一也
。
時
諸
臣
連
等
王
栄
寵

妬
賊
害
心
起
。
傍
山
背
国

 
 
乙
訓
郡
長
岡
林
下
於
。
王
独
行
伺

則
劫

殺
レ
之
。
抄
二
略
秦
氏

一滅
二
諸
宗

 
 
族
鱒
是
時
乙
訓
勝
部

ヒ
ソ
カ

ニ
王
稚
子
隠

酒
壺
内
蔵
養
レ
之
Q

至
二
長
大
司

 
 

(
中
略
)
即
賜
レ
名
日
秦
二
酒
公
↓
其
酒
壺
生
長
 
以
故
也
。

と

い
う
伝
え
を
も
載

せ
て
い
る
。
従

っ
て
酒
公
も
ま
た
小
人

の
常

世
神

と
考
え

ら
れ
て

い
た

こ
と
は
、
酒
が
仙
薬
で
あ
る
だ
け
、

一
層
あ
り
得

た

は

ず

で

あ

る
。
秦
氏
が
酒
造
技

術
を
も
持

っ
て
い
た

こ
と
は
、 

『
本
朝
月
令
』

に

 
 
応
神
天
皇
之
代
。

百
済
人
須
曽
己
利
泓
賂

参
来
。
始
習
造
酒
之
事
。

と
伝
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
も
明
ら
か
で
あ

る
。

と
こ
ろ
で
、
 
『
記
紀
』
に

は
所
謂

「
さ
か
ほ
か
ひ
」

の
歌

の
唱
和
が
伝
え
ら
れ

て
い
る
。

 
C
此

の
御
酒
は
 

吾
が
御

酒
な
ら
ず
 
神
酒

の
司
 
常
世

に
坐
す
 

い
は
た

 
 

た
す
 
少
御
神

の
 

豊
寿
き
 
寿
き
廻

ほ
し
 
神

寿
き
 
寿
き
狂

ほ
し

 
 
奉
り
来

し
御
酒
そ
 
あ
さ
ず
飲

せ
 

さ
さ

 

D
此

の
御
酒
を

醸

み
け
む
人
は
 
そ
の
鼓

 
臼
に
立
て
て
 
歌

ひ

っ
っ

 
 
醸

み
け

め
か
も
 
此

の
御

酒
の
 
あ

や
に
 
う
た
楽
し
 
さ

さ
 
(『
紀
』
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神
功
皇
后
摂
政
十

三
年

二
月
条

)

こ
こ
で
少
彦
名
神

は
酒

の
神
と
し
て
出
て
来

る
9

C

の
歌
は
皇
太
后

の

も

の

で
、
こ
の

「少
御
神

の
」
と

い
う

の
は
単
な
る
修
辞

で
は
あ
る
ま
い
。
皇
太
后

が
少
彦
名

の
資
格

に
な

っ
て
、
豊
か
に
ほ
き
、
く
る
く

る
旋
回
し
て
は
ほ
き
、

今
こ
こ
に
ま

つ
り
来

た

っ
た
酒
で
あ
る
と
解
す
る
べ
き

で
、
鳩
を
捧
げ

る
時

に

は
同
じ
動
作
が

行
な
わ
れ

て
い
る

の
で
あ
ろ
う
。

D

の
武
内
宿
禰

の
返

歌
も
同

様
に
歌
い

つ
つ
舞
い

つ
つ
酒
を
醸
し
た
さ
ま
が
歌
わ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
も
動

作
が
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
酒
を
醸
す

た
め
の
甕
或

い
は
壷
を
舞
台
と

し

て
少
彦
名
神
が
舞
い
歌
う
と

い
う
芸
能
を

こ
こ
に
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。

 
さ
て
古
代
に
は
境
、
す
な
わ
ち
境
界
線

に
甕

を
据

え
る
習
俗

の
あ

っ
た
こ
と

を
伝
え
る
記
事
が

い
く

つ
か
あ
る
。

 
 
大
吉
備
津

日
子
命
と
若
建
吉
備
津
日
子
命

と
は
、

二
柱
相
副
ひ
て
、
針
間

 
 

の
氷
河

の
前

に
忌
翁
を
据
ゑ
て
、
針
間
を
道

の
口
と
為

て
吉
備
国
を
言
向

 
 
け
和
し
た
ま
ひ
き
。
(
『
孝
霊
記
』
)

 
 
甕
坂

は

(
中
略
)

一
家

い

へ
ら
く
、
昔
、
丹
波
と
播
磨

と
、
国
を
堺
ひ
し

 
 
時
、
大
甕

を
此
の
上

に
堀
り
埋

め
て
、
国

の
境
と
為
し
き
。
故
、
甕

坂
と

 
 

い
ふ
。
(
『
播
磨
風
土
記
』
託
賀
郡
)

こ
れ
ら
は
甕
を
据
え
た
だ
け
と
い
う

ふ
う

に
と
れ
る
が
、
実

は
そ
の
前
段
階

に
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酒
を
醸
し
た
こ
と
は
容
易
に
想
像

で
き

る
。
大
避
神
社

の

一
説
に
も
、
酒
公
を

併
祀
し
た
か
ら
オ
ナ
サ
ケ
と
称
す

る
と

い
う
伝
え
が
あ
る
が
、
境

で
酒
を
醸
し

た
と
い
う
こ
と
が
そ

の
背
後

に
あ

る
の
だ

ろ
う
。
 
「
サ
カ
イ
」

「
サ
ケ
」
「
サ

コ

シ
」
「
シ
ャ
ク
ジ
」
「
シ

ュ
ク

シ
ン
」

と
い
う
語

の
関
連
は
確
か
に
あ

る
。
境

に

甕
を
据
え
る
の
は
、
醸

し
た
酒
を
境
外

の
精
霊

に
与
え
て
侵
入
せ
ぬ
こ
と
を
約

束
さ
せ
る

の
か
、
甕

に
強
力
な
霊
魂
を
こ
め
て
侵

入
を
阻

む
の
か
、
い
ず

れ
に

せ
よ
そ

こ
に

一
つ
の
芸
能

の
場
を
考
え
る
こ
と
が
出
来

る
。
小
さ

い
が
ゆ

え
に

霊
威
あ
る
少
彦
名
神
、
條
儒
と
そ

の
入
壷
舞
を
こ
こ
に
想
定
す

る
こ
と
も

不
可

能

で
は
な

い
。

 
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
不
老

不
死
の
薬

を
求
め
た
秦
始
皇

の
末
孫
と

い
う
秦

氏
と
、
常
世
国

の
仙
薬

で
あ

る
酒

と
、
医
薬

の
祖
と
も

さ
れ
る
少

彦

名

命

と

は
、
や
は
り
目
に
見
え
な
い

つ
な
が

り
が
あ

る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。

五

 
宿
神

の
本
質
は
小

さ
い
が
ゆ

え
に
霊
威

あ
る
神

で
あ

っ
た
。

そ
れ
ゆ
え

に
本

尊

の
後
戸

に
秘
仏
と
し
て
祀

ら
れ
た
摩
陀
羅
神
と
も
習
合

し
た
。

服

部

氏

は

『
栄
華
物
語
』
巻

二
、
花
山
天
皇
出
奔

の
条

 
 
寛
和

二
年

六
月
廿

二
日
の
夜
俄

に
失

せ
さ

せ
給
ぬ
と
の

・
し
る
。
内

の
そ

 
 
こ
ら
の
殿
上
人

・
上
達

部
、

あ
や
し
の
衛

士
仕
丁
に
い
た
る
ま
で
、
残
る

 
 
所

な
く
火
を
と
も
し
て
、
到
ら
ぬ
隈

な
く
求
め
奉
る
に
、

ゆ
め
お
は
し
ま

 
 
さ
ず
。
太
政
大
臣
よ
り
は
じ
め
、
諸

卿

・
殿
上
人
残
ら
ず
参

り
集
り

て
、

 
 
壺
く

を
さ

へ
見
奉
る

に
、

い
つ
こ
に
か
は
お
は
し
ま
さ
ん
。
あ
さ

ま
し

 
 
う

い
み
じ
う

て
、

一
天
下

こ
ぞ
り
て
、
夜

の
う
ち
に
関
く

固
め
の

、
し

 
 
る
。
中
納
言
は
守
宮
神

、
賢
所

の
御
前

に
て
伏

し
ま
ろ
び
給

て
、 

「
我
宝

 
 
の
君
は

い
つ
く
に
あ
か
ら
め
さ
せ
給

へ
る
そ
や
」
と
、
伏

し
ま
ろ
び
泣
き

 
 
給
。

に
出
て
来

る
従
来
不
明
と
さ
れ

て
い
た

「
守
宮
神
」

を
、

こ
の
神

の
本
質

か
ら

し
て
、
賢
所

に
添

っ
て
立

つ
小
祠

の
神
で
賢
所

を
守

る
性
格

の
神
と

い
う
解
釈

を
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
天
照
大
神

の
御
霊
代

の
鏡

に
付
き
添

っ
て
、
こ
れ
を

守
護
し
そ

の
霊
威
を
う
な
が
す
重
大
な
役
目
を
受
け
持

つ
神
と
さ
れ
た
わ
け
で

あ
る
。
春
日
大
社

の
背
後

に
も
佐
軍
神
社
と

い
う
小
祠
が
あ
る
が
、

こ
れ
も
宿

神
で
同
様

の
意

味
を
持
ち

、
芸
能

の
徒
は

こ
れ
ら

の
神

を
操
る
呪
力
を
持

っ
て

一9一



い
た
が
た
め
に
恐
れ
ら
れ
た
の
で
あ

っ
た
。

 

す

る
と
、
す
ぐ
思

い
合
わ
さ
れ

る
の
が

「
ム
ス
ビ
」

の
神

で
あ

る
。
右

の
服

部
氏

の
宿
神
に
対
す
る
解
釈

は
折

口
信
夫

の
い
う
と

こ
ろ
の
む
す
び

の
神

の
働

き
と
似
通

っ
て
来
る
。
八
神
殿

の
神
と
宿
神

と

の
関
係
は
ど
う
な
る

の
か
、

こ

れ
を
ど
う
解
く
か
、
残
念
乍

ら
稿
者
は
そ
の
答

を
持
ち
合
わ
せ
て

い
な

い
。

た

だ

『
天
武
紀
』
十

四
年
十

一
月
丙
寅
条

 

E
為
二
天
皇
一招
魂
之
。

朱
鳥
元
年
正
月
己
未
条

 

F
御
二
御
窟
殿
前

↓
而
侶
優
等
賜
レ
禄
有

レ
差
。

の
記
事
は
後

の
鎮
魂
祭
に

つ
な
が
る
も

の
に
ま
ち
が

い
な
く
、
F

の
侶
優

の
中

に
條
儒
も
参
加
し
た
で
あ
ろ
う

こ
と
、
又

「御
窟
殿
」
は
実
体
が
明
ら
か
で
な

い
が
、
霊
魂

を
こ
め
た
甕
が
据
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
仮
定
す
る
と
そ

の
霊
威

を
発
動
さ
せ
る
動
作
が

「
踏
む
」
と
い
う

こ
と

で
あ
ろ
う
と
想
像

で
き
、
後
戸

の
神

を
発
動
さ
せ
る
の
と
同
じ
で
あ

る
点

に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

 

管
見

に
入

っ
た
と
こ
ろ

「
宿
」

に

「
む
す
ぶ
」

の
訓
は
な
い
よ
う
だ
が
、
後

戸

の
神

・
宿
神
と
八
神
殿

の
神

の
つ
な
が
り
は
何
か
あ
る
も

の
と
思
わ
れ
、
そ

の
鍵

は
鎮
魂
祭

の
検
討

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

 
と
す
る
と

『聖
誉
抄
』

の
川
勝

の
兄
、
敏
通
が
大
極
殿

の
地
主
神

に
な

っ
た

と
い

 
う
伝
承
が
思

い
合

わ
さ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
小
さ

い
神
が
考
え
ら
れ

て
い
よ

 
う
。
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井

口
樹
生

「さ

か
ほ
が

ひ
の
要
因

」
『上
智

大
学

国
文
学
論
集
』
第

二
号
。
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注

1
 

『折

口
信
夫
全
集
』
第

一
巻
四
〇
頁
。

 

2
 

『分
類
農
村
語
彙

』
二
七
九
頁
。

 
3
 
『文
学
』
昭
和

四
九
年

一
〇
月
、
五
〇
年

一
月
、
二
月
。

 

4

今
井
啓

一

『秦
河
勝
』
三

二
頁
。

 

5
 

林
屋
辰
三
郎

『中
世

芸
能
史

の
研
究

』
三

=
ハ
頁
。

 

6
 

「羽
衣
形
成
考
」
『三
田
国
文
』
第

二
号
。

 
7
 
「秦
氏
の
研
究
ー

そ
の
文
明
的
特
徴
を
め
ぐ

っ
て
ー

」
『史
学
雑
誌
』
昭
和

  
 
三
六
年
一「マ
月
、
四
月
。

 
8
 

一
方

で
こ
の
記
事

は
子
部
大
神
が
土

地
の
精
霊

で
あ

っ
た
と
も
老
え
ら
れ
る
。


